
【県内３例目】死亡野鳥にて
高病原性鳥インフルエンザの陽性事例の確認！！
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高病原性鳥インフルエンザ対策について
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発生防止のため、県では次の対策を実施することにしました

本病が国内で続発し、栃木県に隣接する全ての県の家きん
飼養農場においても発生していることから、厳重警戒が必要

令和５年１月18日に下野市中川島で回収されたノスリ１羽において、
高病原性鳥インフルエンザ陽性が確認されました。

ウイルスを運搬する渡り鳥の飛来を防止するため、ため池等
51か所中40か所について、次の対策を実施中（１月20日現在）

２ 養鶏農場周辺（概ね１km以内）のため池等の対策

１ 農場消毒用の消石灰の配付

県内全ての家きんを飼養する農場対象農家：

近日中に配付予定。管轄家保から日程の連絡があります配布時期：

100羽以上の家きん飼養農家 農場面積に応じた袋数配 付 量 ：
100羽未満の家きん飼養農家 一律５袋 （20kg/袋）

鶏舎まわり、農場境界散布場所：

※ 散布方法については別紙を参照してください

★ ため池の水抜き
概要：ため池等の水抜きや水位低下等の対策を実施
現状：対策済み 26か所

内訳 水抜き（貯水なし含む） 15か所
水位低下 11か所

★ 野鳥飛来防止対策
概要：ため池等の上部に忌避テープやテグス等を設置

（管理者の了承を得て、県・市町が設置）
現状：対策済み 16か所

過日実施した要望調査で希望された方には、後日調整させていただきます

水抜き及び飛来防止対策の両方を実施しているため池２か所

３ 農場消毒継続のための機器の導入支援
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鶏舎周囲

農場境界

鶏舎まわり・農場境界を
消毒しましょう！

・国内の養鶏場で高病原性鳥インフルエンザの発生が続いており、野鳥の
ふん便等からも高病原性鳥インフルエンザウイルスが確認されています。

・農場にウイルスが侵入する危険性が高まっています。
・鶏舎周囲、農場境界へ消石灰等を散布しましょう。

【散布のポイント】
１㎡当たり、消石灰1kgを目安に散布しましょう。
※人体に害を与える場合もあるため、散布時は、
保護めがね・手袋・マスクを着用し、風向き等
にも気をつけましょう。

・消毒前の片付け、
草刈りを忘れずに。

・鶏舎周囲等の
約１ｍ幅を消毒。

ウイルスを
近づけない →消石灰等で消毒をしていますか。
持ち込まない →長靴・手袋の交換や消毒をしていますか。
持ち込ませない→ネットや隙間の補修をしていますか。

死亡羽数の増加など家きんに異状が見られたら、すぐに家畜保健衛生所
か獣医師へ連絡しましょう！

県央家畜保健衛生所 028-689-1200
県南家畜保健衛生所 0282-27-3611
県北家畜保健衛生所 0287-36-0314

別紙


